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ま 元 力 《ぎ 



この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 m« 

工業 連合会 (JMF) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
査 会の 審議 を 経て， 厚生 労働大臣 及び 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 これによ つて， JISB 
9706-1:2001 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 厚生 労働大臣， 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， 
このよう な 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に 
ついて， 責任 はもたない。 
JIS B 9706 の 規格 群に は， 次に 示す 部 編成が あ る 。 

JISB 9706-1 第 1 部： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナルの 要求 事項 
JIS B 9706-2 第 2 部： マーキン グの 要求 事項 

JISB 9706-3 第 3 部 ： ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操作に 対する 要求 事項 
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著作権法に よ り 無断での nil, 甎 IW は讀止 されて おります。 



日本工業規格 J IS 

B 9706-1 : 2009 

(lEC 61310-1 : 2007) 

機械 類の 安全性 一 表示， マ一 キング 及び 操作 一 
第 1 部： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナルの 要求 事項 

Safety of machinery — Indication, marking and actuation ― 
Part 1: Requirements for visual, acoustic and tactile signals 



序文 

この 規格 は， 2007 年に 第 2 版と して 発行され た lEC 61310-1 を 基に， 技術的 内容 及び 対応 国際規格の 構 

成 を 変更す る ことなく 作成 した 日 本 工業規格で あ る 。 

なお， こ の 規格で 点線の 下線 を 施 して ある 参考 事項 は， 対応 国際規格に は な い 事項で あ る 。 

HM1 (ヒューマン マシン インタフェース） において， 警告 シグナル 及び 危険 シグナル は， 機械 を 安全 

に 使用 し ， 監視す るた めに， 安全 に 関連す る 情報 を 危険 区域 内に いる 人 及び オペレータに 伝達す る 必要が 

める。 

オペレータ は， HM1 を 介して 機械 又は プロセスに 働き かけ を 行う （図 1 参照）。 HMI は， オペレータが 
機 こ 指令 を 伝える ための ァ クチ ユエ 一夕 （操作 器) ，及び オペレータ が 機械 か ら 情報 を 受け取る ための 表 
示^^器にょって構成する。 一般に， 操作 及び 表示の ための 情報 は， 明確な 規則に よって コード 化した シグ 
ナル によって 表す。 オペレータ は， コードに よって シグナルの 意味 を 理解す る。 オペレータの 作業 負荷に 
適する ように， 色， 形状， 時間な どの 各種 コード 形式 を 用いる。 



オペレータ 



HM1 



表 小ォ' き 
(コード 化) 



操作 



ァ クチ ユエ 一夕 
(コード 化） 



ォ A 誠 



図 1 一 HMI (ヒューマン マシン インタフェース 



シグナルの コード 化に は， 次の 利点が ある。 
一 も^1械から離れた^^リ「て揭械を集中制御でき る。 

一 表示 機器の 情^ i ム^ M (例えば， 表示 面 単位 又は 表示 時間 単位の 情報量） を 増やす こ と がで きる。 
一 オペ レー タ 又は 危険 区域 内 にいる 人の 精神的 負担 を 軽減で き る 。 
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B 9706-1 ： 2009 (lEC 61310-1 ： 2007) 
1 適用 範囲 

この 規格 は， 機械の HM1 において， また， 危険 区域 内に いる 人に 対して， 安全 関連 情報 を 伝達す るた め 
の 視覚 的 手段， 聴覚 的 手段 及び 触覚 的 手段に 対する 要求 事項に ついて 規定す る 。 

この 規格 は， 危険 状態， 健康に 害 を 及ぼす 状態 及び 何ら かの 非常事態 を 示す ための， 色， 安全 標識， マ 
—キング 及び その他の 警告 手段に ついて 規定す る。 また， 機械 類 を 安全に 使用し， 監視す るた めに 用いる 
表示 fe 器 及び 操作 機器に おける， 視覚 シグナル， 聴覚 シグナル 及び 触覚 シグナルの コード 化に ついて 規定 
する。 

この 規格の， 色 及び 他の 手段に よる コード 化に 関する 部分 は， IEC 60073 を 基礎に している。 この 規格 
の 適用 対象 は， 電気 的 側面 だ け に 限定し ない。 

注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

IEC 61310-1:2007, Safety of machinery ― Indication, marking and actuation — Part 1: Requirements for 
visual, acoustic and tactile signals (IDT) 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 (IDT) は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， 一致して いる こ と を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 
これらの 引用 規格のう ちで， 西暦 年 を 付記して ある もの は， 記載の 年の 版 を 適用し， その後の 改正 版 （追 
補 を 含む。） に は 適用し ない。 西暦 年の 付記がない 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JIS B 9703 機械 類の 安全性 一 非常 停止 一 設計 原則 

注記 対応 国際規格 ： ISO 13850, Safety of machinery - Emergency stop -Principles for design (IDT) 
JIS B 9960-1:2008 機械 類の 安全性 一 機械の 電気装置 一 第 1 部 ： 一般 要求 事項 

注記 対応 国際規格 ： IEC 60204-1:2005, Safety of machinery -Electrical equipment of machines -Part 1 : 
General requirements (MOD) 
JIS Z 9101:2005 安全 色 及び 安全 標識 一産 業 環境 及び 案内 用 安全 標識の デザィ ン 通則 

注記 対応 国隱 規格 ： ISO 3864-1:2002, Graphical symbols -Safety colours and safety signs -Part 1: 
Design principles for safety signs in workplaces and public areas (IDT) 
ISO 7000:2004, Graphical symbols for use on equipment — Index and synopsis 

ISO 7010:2003, Graphical symbols — Safety colours and safety signs — Safety signs used in workplaces and 
public areas 

ISO 7731:2003, Ergonomics ― Danger signals for public and work areas ― Auditory danger signals 
IEC 60417， Graphical symbols for use on equipment 

IEC 60073:2002, Basic and safety principles for man-machine interface, marking and identification ― Coding 
principles for indicators and actuators 

3 用語 及び 定義 

こ の 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， 次に よ る。 

3.1 

ァ クチ ユエ 一夕 （actuator) 
操作 制御 の， 人が 操作す る 部分 [IEV" 441-15-22 を 修正]。 

注記 ァ クチ ユエ 一夕に は， ハンドル， つまみ， ペダル， 押しボタン， ローラー， プラン ジャー， マ 
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ウス， ライトペン， キーボード， タッチスクリーン などが ある。 
法— 1-)— _ ― IEV —(ま—，— ― おお— imtj— QiiAl E! がちぎ お!? mg-ii-l- Vocabulary. MMMMMWM) - -ゅ 略称-で-あ 3. —。― IE_V せ，— ― IEC 

3.2 

明るさ (brightness) 

ある 面から 発して いる 光の 強弱の 見え 方の 基に な る 視 感覚の 属性 （JIS Z 8113 の 03012 参照） 。 
3.3 

J 一 卜ィ匕 (coding) 

一定の 規則に 従って， 特定の 意味 又は 数値 を シグナル によって 体系的に 表す こ と。 
3.4 

コン卜 ラス 卜 （contrast) 

a) 知覚 的 意味 同時に 又は 継 時 的に 見える 二つ 以上の 見え 方の 差の 評価 値。 

注記 1 コントラストの 例に は， 明るさ コントラスト， 色 コントラスト， 同時 コントラスト， 継 時 
コント ラス ト など 力ぶ ある。 

b) 物理的 意味 知覚 的 明 る さ コントラストと 対応す るよう に 意図して， 通常， 刺激の 輝度 を 含む 幾つか 
の 式の 一^" 3 によって 定義され る 量。 

注記 2 物理的に は， コントラスト は， 例えば， 光覚 輝度い き 2) の 付近で は zJ 丄 / Z^， また， より 高 
い 輝度で は ん1/丄2 によって 表される。 
ま 2 - — 經度レ えき—— (J— U— niin— ap— e :thre— s^^ 

(7) p20_22 #1).0.. 
(JIS Z 8113 の 02024 参照） 
3.5 

危険 区域 内に し ヽる人 (exposed person) 

体の 全部 又は 一部が 危険 区域 3) 内に 存在す る 人。 

ま 3- し- —危険-お i と」 あ… A_ 力-逸き に-き. ら- きれ-を 4^ う. な機爐 纏-せき. 部 1 び ^せ!^^ 

V . . ( JIS B 9700：1 3,10 —参照) ュ. 

3.6 

[klsc"^ (graphical svmbol) 

特定の 意味 を， 言語に よらずに 視覚 的に 伝える ために 用いる 図形 （ISO 17724 の 3.1 参照）。 
3.7 

危険 源 （hazard) 

危害 （身体 的 傷害 又は 健康 障害） を 引き起こす 潜在的 根源。 

注記 1 危険 源と いう 用語 は， 危険の 発生 源 （例えば， 機械的 危険 源， 電気 的 危険 源） を 明確に する 
ため 又は 潜在的な 危害の 性質 を 明確に する た め に 修飾語 を 付けて 用いる こ と が あ る （例え ば， 
感電の 危険 源， 切断の 危険 源， 毒性に よる 危険 源， 火災に よる 危険 源な ど)。 
注記 2 この 定義に おいて， 危険 源 は， 次の もの を 想定して いる。 

一 機械の "意図す る 使用" の 期間 中， 恒久的に 存在す る もの （例えば， 危険な 動き をす る 

要素の 運動， 溶接工 程 中の 電弧， 健康 を 害する 姿勢， 騒音 放射， 高温な ど）。 
一 予期せ ずに 現れ 得る もの （例えば， 爆発， 意図し ない 起動 及び 予期し ない 起動の 結果と 
しての 押しつ ぶしの 危険 源， 破損の 結果と しての 放出， 加速度 又は 減速 度の 結果と して 
の 落下)。 
(JIS B 9700-1 の 3.6 参照） 



著作 楊 法に よ での WW, mmff は 禁止 さ れて お り ま す。 
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B 9706-1 ： 2009 (lEC 61310-1 ： 2007) 
3.8 

危険 状態 (hazardous situation) 

人力、 少なくとも 一つの 危険 源に さらされる 状態。 危険 源に さらされる ことによって， 瞬時に 又は 長期 
的に 危害が 及ぶ こ と が あ る （JIS B 9700-1 の 3.9 を 修正） 。 
3.9 

照 光 式 Z クナ ユエ ータ (illuminated actuator) 

照 光に よって 可視 表示で きる， 光源 付きの ァ クチ ユエ 一夕。 光源の 操作 は， ァ クチ ユエ 一夕 操作に 対応 
する もの 及び 対応し ない ものが ある （IEC 60073:2002 の 3.8 参照）。 
3.10 

機械 類 machinery, machine) 

連結され た 部品 又は 構成 品の 組合せであって， そのうちの 少なく とも 一つ は 適切な 機械 駆動 部， 制御 回 
路 及び 動力 回路 を 備えて 動く ものであって， 特に， 材料の 加工， 処理， 移動， こん （梱） 包な どの 用途に 
合うよう に 結合され たもの。 同一の 目 的 を 達成す るた め に 完全な 統一 体 と し て 機能す るよう に 配置され， 
制御され る 複数の 機械の 集合体 も 含む （JISB 9700-1 の 3.1 を 修正）。 
3.11 

メ ッ 一 ン [message (in telegraphy and data communication)] 

送信 側か ら 受信側 に 伝送 される 一連の 文字 及び 制御 シーケンス。 送信 側が 文字の 組合せ を 決定す る (IEV 
721-09-01 参照）。 
3.12 

オペレータ (operator) 

機械の 設置， 操作， 調整， 保全， 清掃， 修坦 又は 輸送に 携わる 人。 
3.13 

リスク （risk) 

危害の 発生 確率 及び 危害の ひ ど さ の 組合せ （JIS B 9700-1 の 3.11 参照） 。 
3.14 

だ 全 標識 (safety sign) 

安全 色 4) 及び 幾何学 的 形状 を 組み合わせた 基本 形に よって 一般的な 安全の メ ッ セージ を 伝え， 図 記号 を 
加える ことによって， 特定の 安全の メッセージ を 伝える 標識 [JIS Z 9101 の 3.b) 参照]。 

3.15 

彩度 (saturation) 

ある 面に ついて， その 明るさに おいて 判断され る 有 彩色の 度合の 強さ。 
注記 与えられた 視覚 条件に おいて， 視覚 可能 範 固の 明るさに おける 色の 感覚 は， 非常に 明るい 場合 
を 除いて， 明るさに 依存せ ず ほぼ 一定の 彩度 を 示す。 JISZ8113 では， 彩度 （saturation) を 飽和 

度と している。 

3.16 

シグナル （signal) 
3.16.1 

Is 覚シ ヮナ」 レ (acoustic signal) 

音源の， 音色， 周波数， 及び 断続 形態に よって 伝達す る 情報 （IEC 60073 の 3.2.1 参照)。 
3.16.2 

能動的 シ ヮナル （active signal) 



着 作權^& に よ り での ««， mm は 禁止 さ れて お り ま す。 
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機械の 状態の 変化 を 報知す るた め 又は リスクの 変化 を 警告す るた めに， 伝達 内容 を 即時に 変えられる 機 

器に よって 伝達す る 情報. ズ泰丄 C^ff 参照 _)_。 
3.16.3 

受動的 ングナ J し (passive signal) 

機械 又は 機械 周辺の 恒久的 情報 を 提供す る ための 機器に よ つて 伝達す る 情報」 秦. L9_fiL き！!)。 

3.16.4 

角虫覚 シグナル （tactile signal) 

振動， 力， 表面 粗 さ， 形状 又は 位置に よって 伝達す る 情報。 
3.16.5 

視覚 シグナル （visual signal) 

表示 機器の 明るさ， コントラスト， 色， 形状， 大きさ 又は 位置に よって 伝達す る 情報。 

4 安全 関連 情報 を 表す シグナル 
4.1 一般 事項 

は， 機械に 接近す る 人の リスク を 低減す るた めに， 次の 要求 事項 を 満足し なければ ならない。 
一 適切 な 安全 関連 情報 を 人に 伝える 手段 を 備えて いる。 

一 ァ クチ ユエ 一夕 は， 安全に 使用で き， ァ クチ ユエ ータ上 又は その 近傍の 適切な マーキング によって 明 
確に 識別で きる。 

一 （'で 告 機能が 正常に 作動す る こと を オペレータが 確認す る 手段 を 備えて いる。 
能 if','J 的 シグナル は， 危険 源が 発生した こと を 人に 伝え， 必要な 行動 を 促す ために 用いる。 
受動的 シグナル は， 恒常的な リスク を 警告す るた めに， また， 例えば， 避難 経路， 非常 停止 用ァ クチ ュ 
エー タ の 位置な ど を 示す ために 用いる。 

注記 1 表 1 は， 能動的 シグナル 及び 受動的 シグナルの 例 を 示して いる。 
すべての 安全 関連 シグナル は， その 意味が オペレータに 明確に 伝わる よう に 設計し なければ ならない。 
特に， 機械の 設計 及び 据 付けに おいて は， 人間工学 的 原則 を 考慮し なければ ならない。 シグナル 及び その 
コード 化 は， 機械 全体にお いて 矛盾が あって はならない。 安全 関連 情報 を 伝達す る 機器 を 選択す る とき は， 
その 機器が 故障した ときの 影響 を 考慮し なければ ならない （例えば， ランプの フィラメント 故障， ビデオ 
ディスプレーの 電子銃の 故障な ど は， シグナルの 喪失 を もたらす。）。 

注記 2 安全 関連 情報 伝 建 機器の 故障に 対する 具体的 方策 は， リスク アセスメント に基づいて 決定す 

る。 - こ-み 現搭— で- (ま— 現 室 1 な レニ。… 

安全 関連 情報 は， オペレータ 又は 危険 区域 内に いる 人の 知覚 能力に 適応す る 手段 を 用いて 伝達し なけれ 
ばなら ない。 視覚 的 手段に よって 伝達で きる 場合に は， 視覚 シグナル を 用いなければ ならない。 例えば， 
弱視， 色弱， 難聴な どの 知覚 障害者， 又は 保護 具 着用に よって 知覚 を 阻害され る 人が， 安全 関連 シグナル 
を 認識す る 必要が ある 場合 は， 次に 示す 補助 的 手段な ど を 用いる ことによって これらの 人力 5 確実に 知覚で 
きる ように， 特に 留意し なければ ならない。 
- 複数の 知覚 手段 （視覚， 聴覚 及び 触覚） の 使用。 
- 複数の コード （5.2.2 参照） の 使用。 

次の 場合に は， 視覚 シグナル を 補完す る 手段 を 選択し， 用いなければ ならない。 

a) 他 の 情報が 過剰 であるた めに 目的の シ グ ナルを 容易 に 認識で きない。 

b) 次の 理由に よって， 視覚 シグナル による だけで は 伝達が 不十分で ある。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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一 オペレータ 力 s, ァ クチ ユエ一 タを 操作しながら 別の 場所 を 見る 必要が ある。 
一 危険 区域 内に いる 人が， オペレータの 視野 外になる。 
- 危険 区域 内に いる 人が， 警告 シグナル を視認 できない。 



表 1 一 シグナルの 例 



シグナルの 種類 


視覚 （4.2 参照） 


聴覚 （4.3 参照） 


触覚 （4.4 参照） 


能動的 シグナル 


表示の オンオフ 

又は 次の 属性の 変化 ： 

一 色 

- 明るさ 

一 コントラスト 

一 彩度 （飽和 度） 
点滅 照明 又は せん 光照 明 
位置の 変化 


音^の オンオフ 
又は 次の 属性の 変化 ： 
- 周波数 

一 強度 （音量） 
異なる 音 種 


振動 

位置の 変化 

クリック 感， ス ナ ッ プ感 
戻り 止め 機構の 触感に よる 選 
択 位置の 伝達 


受動的 シグナル 


安全 標識 
補助 標識 
マーキング 
形状， 色 


無音 


形状 

表面の 粗 さ 
浮き彫り 
相対 位置 



4.2 視覚 シグナル 
4.2.1 一般 事項 

視覚 シ グ ナル は， 次の 条件 を 満足 しなければ ならない。 
一 伝える 相手の 視野に 入る よ う に 配置す る。 

一 背景に 対して 適度の 明るさ コント ラス ト 及び 色コン トラス トを もつ。 

表示 機器 及び 照 光式ァ クチ ユエ 一夕に 用いる 照明の 照度 は， 通常 は 一定と し， 更に 細かい 区別 及び 詳細 
情報の 伝達 を 目的と する 場合 （特に 情報 を 強調した いとき） に は， 点滅 照明 又は せん 光照 明 を 用いる とよ 
レ、 

4.2.2 視野 

視覚 シ グナル は， 視認を 容易 にす るた め に 次の 条件 を 満足 し な ければ な ら ない。 

a) シグナル 及び 光源 は， 必要な すべての 視点から 表示 面が 見える ように 配置す る。 

b) 能動的な 安全 関連 シグナル は， 作業 位置に いる オペレータ 及び 危険 区域 内に いる 人から 視認 できる よ 
うに 配置し， 可能な 限り 広い 角度から よ く 見える ようにす る。 

C) 視認 できる 視角が 限定され る 表示 面 は， 必要な すべての 位置から よ く 見える ように 配置す る。 
d) 受動的な 視覚 シグナル （安全 標識， 補助 標識， マーキング など） は， 情報 必要 者が 場所 を 移動 （自分 
又は 他者の リ ス ク を 増す よ う な 移動） しなくても シ グナル を視認 でき るよう に 配置す る。 
注記 1 図 2 及び 図 3 は， 視覚 シグナル を 見る 人の 垂直 軸 上 及び 水平 軸 上の 推奨 視野 及び 許容 視野 
を 示して いる。 

注記 2 VDT (ディスプレー 端末装置） の 文字情報の 文字の 高さ， 幅， 及び 間隔に 関して は， JISZ 
8513 に 規定が ある。 



著 flUt 法に より iMB での ««, 維 は 禁止され ております。 
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C 




視野 A: 推奨 
視野 B ： 許容 
視野 C ： 不適当 

視線 D ： 標準 視線 （統計の 中央 値） 

図 2 — 視覚 シグナル を 見る 人の 垂直 視野 




視野 A ： 推奨 
視野 B ： 許容 
視野 C ： 不適当 

視線 D: 標準 視線 （統計の 中央 値） 

図 3 — 視覚 シグナル を 見る 人の 水平 視野 



4.2.3 明るさ， 色 及び コン卜 ラス 卜 

視覚 シグナルの 明るさ， 色 及び コントラスト に関して， 次の 要求 事項 を 満足し なければ ならない。 

a) 発光 表示 面で は， 明るさ コントラスト 比が 6 対 1 を 下回らない。 

b) 表示 面 は， 定常 時 及び 非常時の 目視 条件 下で 鮮明に 見える。 

C) 予想され るすべ ての 目視 条件 （例えば， 非常時） に 適応す るよう に， 必要ならば， 非 発光 表示 面に は 
照明 手段 を 備える。 



著作権法 により 無断での KR. 等は續 止されて おります。 
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4.2.4 図 記号 

図 記号 は， 容易に 理解で き， 明確に 解釈で きる ように， 単純で 論理的で なければ ならない。 可能な 限り， 
ISO 7000 及び IEC 60417 に 規定す る 図 記号 を 用いな ければ な ら ない。 

注記 機器' 装置 用 図 記号の 基本 原則が， JIS Z 8221 (規格 群） に 規定され ている。 によ. く. 疆ヒ 

_ら_ れ-を 丄?. ケ 丄?. は 表昀厘 I ず お-. ぶ-ゆ 親 格-ゆ 險属晝 に記靈 きれ T.^^^^ 
4.2.5 安全 標識 及び 補助 標識 

安全 標識 は， 意図す る 条件 及び 予見され る 条件 下で 視認 できな ければ な ら ない。 

禁止， 強制， 警告な どの 安全 情報 は， 形状， 安全 色， 対比 色 5 ) 及び 図 記号 を 組み合わせて 伝達し なけれ 
ばなら ない。 

安全 標識 は， ISO 7010 6) に 適合 し な ければ な ら ない。 

安全 標識 だけによ つて 安全に 必要な すべての 情報 を 伝達で きない 場合 は， 追加の 文字情報 を 伝達す るた 
め に 補助 標識 7) を 安全 標識 と 組み合わせて 用いなければ な ら ない。 
補助 標識 は， JISZ9101 に 適合し なければ ならない。 

逢丄し と丄も 通菱 己： t ，…； ^ま，— 鱼 力ん ど-き- 歷レ. び」 …変 舍鱼- き-弓 丄^ 
2 . • .[JIS Z 9103 - CO _ 3,a)_ _ 麵] ―。. . - 

6! _ j-SQ _ 図 — ニ都 -ゅ丄 Z -附-尋-書 丄 

7 !--- 據勒握 塗え め-厘き (^鐘な i 的: t 更に 照 違! らす. る. なや. に 1 擅 提 俄す —る ぼ 上し 1[M さ 

Z 9101 _(7)_ 3,d) —き-照〕 - -。- ― • 
4.3 聴覚 シグナル 

聴覚 シ グナル は， 差し迫った 危険 を 警告 し ， 危険 状態が 発生 した こと 及び 持続 中で あ る こと を 伝えな け 
れ ばなら ない。 オペレータの 制御 又は 介入が 可能な 場合 は， 聴覚 シグナル は 少なく とも オペレータが 介入 
する ま で 持続 し な ければ な ら ない。 

聴覚 シ グナル は， 次の 条件 を 満足 し な ければ な ら ない。 
一 音量 は， 周囲の 騒音より 大きく， 容易に 聴き 取れ， かつ， 苦痛 を 感じる ほど 過大で ない。 
一 音響の パルス 幅， パルス 間隔 又は パルス グループ 間隔 を 容易に 識別で き， 他の 聴覚 シグナル 及び 周囲 

騒音から 明り よ うに 区別で きる。 
一 ISO 7731 の， 認識， 音響， 弁別 性 及び 明りよう 性に 関する 要求 事項 を 満たす。 
4.4 触覚 シグナル 

触覚 を 通して オペレータに 伝える 情報 は， 視覚 及び 聴覚と は 独立に， オペレータ 力、 伝達 要素の 表面 粗 
さ， 形状 及び 相対 位置 を 判断して， 伝えよう とする 機械の 多種の 操作 機能 を 認識で き， 区別で きる もので 
なければ ならない。 

注記 1 触覚 シグナル は， 人体の 部分 （例えば， 指， 手， 足な ど） が 意図的に ァ クチ ユエ 一夕の 表面 
(例えば， 押し ポタン， レバーな ど） に 接触 するとき に 伝達され る。 視認 性が 低い 条件 下で 

は， 触覚 シグナル だけに 依存す る ことが 必要な 場合 も ある。 
注記 2 触覚 シグナル を 認識し， 理解す るた めに は， オペレータ がその シグナルの 意味 を 承知して い 

る ことが 前提になる。 

5 シグナルの コード 化 
5.1 一般 事項 

シグナル は， コード 化しなければ ならない。 コード は， この 規格に 従って， 機械の 設計の 初期段階 にお 



署作權 法に t り 義晴 での 複 噴， 等 は棄止 さ れて お り ま す。 
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いて 選択し なければ ならない。 

コード 化に は， 次の 手段 を 単独に 又は 組み合わせて 用いなければ ならない。 

- 色 （視覚） 

一 コントラスト （視覚） 

一 記号 （視覚） 

- 周波数 （定常波， 断続 波） （聴覚， 触覚） 
- 位置 （視覚， 触覚） 
一 形状 （視覚， 触覚） 
一 手 ざ わり （触覚） 
一 その他 

コードの 意味 は， 機械 上 又は 関連 文書の 中で 説明し なければ ならない。 コードに 対応して 行動す る 必要 
の ある 人に 説明す る 情報 を 提供し なければ ならない。 
5.2 視覚 シグナルの コード 化 
5.2.1 色に よる コード 化 

伝える 情報に 応じて 色 を 選択し なければ ならない。 表示 核 器 及び ァ クチ ユエ 一夕の 色の コード 化に 用い 
る 色 は， 表 2 による。 機械の 電気装置に 用いる 色 は， JIS B 9960-1 による。 安全 標識に 用いる 安全 色 及び 
対比 色 は， JISZ9101 による。 非常 停止 用ァ クチ ユエ 一夕に 用いる 対比 色 は， JISB9703 による。 



表 2 — 色に よる コード 化の 基本 原則 



色 


意味 


人 又は 周囲の 安全 


機械 及び プロセスの 状態 


装置の 状態 


赤 


危険， 禁止 


非常 


故障 


だいだい • 黄 


警告， 注意 


異常 


異常 


緑 


安 や 


正常 


正常 




義務， 強制の 意味に 用いる。 


白， 灰色， 黒 


特別の 意味 を 割り当てない。 



5.2.2 色の 補助 手段に よる コード 化 

色に よる コード 化 を 安全 関連 用途に 用いる 場合 は， 色 以外の コー ド化 手段 を 補助 的に 用いて コード 化 を 
補完し なければ ならない。 

色の 補助 手段 は 表 3 に よる ものと し， コードの 意味 を オペレータが 明確に 理解で き るよう にしなければ 
ならない。 



著作権法 により 無断での 観 《, IB« 等 は 禁止され ております。 
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表 3 — 色の 補助 手段に よる コード 化 



補助 手段 


コード 化 要素 


形状 


一 形態 （英数字， fe， 図 記号， m) 
一 形状 （文字 フォント， 大きさ， 線 幅） 

一 外兒， MIS (Mm, .5： ク 1 寸さ， ，な1、丄 さ； 




一 絶対位置， 相対 位置 

一 方向 （基準 座標系 を 使用 又は 不使用） 


時間 的 変化 


時間 的 変化 
一 明るさ 
一 色 
一 形 
一 位置 



注記 1 色に よる ァ クチ ユエ 一夕の コード 化 （照 光 式 及び 発光 式 を 含む。） についての 更に 詳細な 情報 

は， IEC 60073 に 記述が ある。 
注記 2 ァ クチ ユエ ータの 操作の 要求 事項に ついては， JISB9706-3 に 規定が ある。 
5.3 聴覚 シグナルの コード 化 

危険， 注意， 障害 除去 完了な どの 状態 を 示す 聴覚 シグナルの 強度， 持続 時間， 音程， 音色， 音 i レ 、"ルス 
の 繰返し 周波数， 二重 音な どに よる 安全 関連 及び その他の 情報， 並びに 放送に 用いる 聴覚 シグナルの コー 
ド化 は， 表 4 による。 

表 5 は， 聴覚 シグナルの コー ド化 手段の 例 を 示す。 



表 4 一 聴覚 シグナルの コード 化 



伝達' li 報 


コー ド 


危険の 通報 

保護 又は 救助の 要求 


次に よる コー ド 化が 可能で あ る め。 
- 音程の 連続 的 変化 
― 断 |i 冗ぜ 

一 音程の ステップ 変化 （強制的 又は 優先的 行動 を 促す。 
音程 数 は 2〜3 とする。） 


注意の 喚起 

必要 な 行動 を 促す た めの 警告 


同じ 音程で 長さ （最短 0.3 秒） が 異なる 2 音の 組合せ （最初 
の 音 を 長く する。）。 2 音の 長さが 等しい 場合 は， 繰返し 周波 
数 を 0.4Hz 以上と する。 


障害 除去 完了 （安全 状態 回復） の 通報 


連続 音 （一定 音程で 30 秒 以上） 


広報 
放送 


2 音 チャイム （高低の 2 音。 反復 しな レ、。 指示 又は メッセ 一 
ジカ 《続く。）。 


注記 音ム; シグナルの 定義， 構成， 原理 及び 特性 は， ISO 7731 に 規定され ている。 
注 a) 緊急 性 は， 音響の 高速 変化 又は 不 協和 変化に よって 伝える ことができる。 



著作権法 によ り 無断での 裏羅, •£« 等 は 禁止され てお り ます。 
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表 5 — 聴覚 シグナルの コード 化 手段の 例 



コード 化 手段 


コ 一 ド 特性 


音 及び 声の 種顛 

に 1 ノ リノ ノ 1 ュ—： 


一 

一 雑音 

一 言葉の メッセージ 


単音の 種颡 


一 異 周波数の 選択 


時間 的 変化の 違い 


属性の 時間 的 変化 
一 周波数 
一 や";： 
一 総} 存続 時間 



5.4 触覚 シグナルの コード 化 

触覚 シグナルの コード 化 は， 械 械の異 な る 操作 要素 を 触覚に よって 明確に 区別で きる ように 実施 し な け 
れ ばなら ない。 一つの 操作 面に は， 異なる 形状 を 5 種類 を 超えない 範囲で 用いる ものと する。 異なる 形状 
の 例 を 図 4 に 示す。 

安全 関連の 触覚 シグナルに は， ァ クチ ユエ一 タ上 又は その 近傍， 及び 操作 マニュアルの 中に 説明 を 与え 
なければ ならない。 
表 6 は， 触覚 シグナルの コード 化 手段の 例 を 示す。 

注記 相対 位置の 違いに よる 触覚 シグナルの コード 化に 関して は， JISB9706-3 に 規定が ある。 



表 6 — 触覚 シグナルの コード 化 手段の 例 



コ 一 ド化 手段 


コード 特性 


形状の 違い 


一 形 
一 表面 粗 さ 


力の 違い 


― 力の 大きさ 


振動の 種顏 


一 振幅 
- 周波数 


位置の 違い 


一 絶対位置， 相対 位置 

一 方向 （基 系 あり 又はな し） 


時間 的 変化の 違い 


属性の 時間 的 変化 
一 力 
一 振動 



著作権法 により 無断での im, *«等 ほ 禁止され ております。 





著作権法 により 無断での »1< wit 尋は 禁止され ております。 
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附属 書 A 
(参考） 

ァ クチ ユエ一 夕の 操作に 関連す る 図 記号 

序文 

この 附属 奋は， ァ クチ ユエ 一夕の 操作に 関連す る 図 記号の 例 を 示す ものであって， 規定の 一部で はない。 

A.1 図 記号 

ァ クチ ユエ 一夕の 操作に 関連す る 多くの 図 記号が IEC 60417 に 規定 されて いる。 機械 における これらの 
使用例 を 抜粋して 表 A.1 に 示す。 これらの 図 記号 は， 主と して 電気回路 制御 用の ァ クチ ユエ 一夕に 用いる 
力、 機械 制御 用， 液 圧制 御用な どの ァ クチ ユエ ータ にも 使用で きる。 



表 A.1 —ァ クチ ユエ 一夕 操作に 関連す る 図 記号の 例 



図 記号 


意味 


機能 


I EC 604 


17-5007 


電源 ォ ン 


主 電源との 接続 を 意味す る。 少なくとも 主 電源 スィッチ 又は 主電 
源 スィッチ 位置の 識別に 用いる。 安全に 関連す る 場合 は， 主 電源 
以外に も 用いる。 

注記 1 線の 向き に よ つて 図 記号の 意味が 異なる。 
注記 2 図 記号 5264 も 参照。 


IEC 60417-5008 


電源 ォ フ 


主 電源からの 切り離し を 意味す る。 少なくとも 主 電源 スィッチ 又 
は 主 電源 スィ ツチ 位置の 識別に 用いる。 安全に 関連す る 場合 は， 
主 電源 以外に も 用いる。 
注記 図 記号 5265 も 参照。 


IEC 604 


17-5009 


待機 


装置を 待«1^^態 にす るた めに， 装置の 一部の 電源 を オンに する ス 

ィ ツチ 又は スィ ツチ 位置の 識別に 用いる。 
注記 図 記号 5266 も 参照。 


IEC 604 


17-5010 


電源 オン • 電源ォ 

フ 


押す ご と に 交互に 主 電源の オン • オフ を 繰り返す こと を 意味す る 。 
少な く と も 主 電源 スィ ツチ 又は 主 電源 スィッチ 位置の 識別に 用い 
る。 安全に 閃 連す る 場合 は， 主 電源 以外に も 用いる。 
手 を 離しても 指令した 機能 は 持続す る 。 


IEC 


60417-5 


Oil 


V4l 源 オン • 電源ォ 
フ （押 ボタン） 


押してい る 間 だけ 主 電源 を 接続す る こと を 意味す る。 手 を 離せば 
電源 オフになる。 

少な く と も 主 電源 スィ ッ チ 又は 主 電源 スィ ッ チ 位置の 識別に 用 
いる。 安全に 関 連す る 場合 は， 主 電源 以外に も 用いる。 







著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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表 A.l —ァ クチ ユエ一 タ 操作に 関連す る 図 記号の 例 （続き) 



図 記号 


意味 


機能 


I EC 604 


17-5104 


起動 


起動 ポタンの 識別に 用いる。 
注記 図 記号 5 177 も 参照。 


IEC 604] 


7-51 OVA 


定常 速度 運転 


定常 速度 運転 を 指令す る スィッチ 又は スィッチ 位 ほの 識別に 用い 

る （例えば， テープの 運転に おいて。）。 

注記 逆 向きの 記号 は， 逆 方向の 定常 速度 運転 を 意味す る。 


1EC 6041 7-5 107B 


図 記号 5107A の 代 ti; 表示 方法。 
,fej、i 沐 なま ， \A\ 5 1 (J/A (し 1 口」 し 。 


1EC 


6041 


7-5108A 


高速 運転 


定常 速度よ り 速い 運転 を 指令す るスィ ツチ 又は 表示 器の 織 別に 用 

いる （例えば， テープの 運転に おいて。）。 

注記 逆 向きの 記号 は， 逆 方向の 高速 運転 を 意味す る。 


IEC 60417-5] 08B 


図 記号 5108A の 代替 表示 方法。 
意味 は， 図 記号 5108A に 同じ。 


1EC 60417-511 OA 


停止 


速 転 （アクティブ 能） 停止 を 指令す るァ クチ ユエ 一夕 又は 表示 
器 を 示す。 


IEC 60417-51 llA 


中断 


機械 （装置） を 運転 モード 状態に 保ちながら， 間欠 的に 運転 を 停 
止す るァ クチ ユエ 一夕 又は 表示 器 を 示す。 


IEC 6041 7-5 124A 


低速 運転 


三角形が 示す 向きに 定常 速度よ り 低い 速度で 運転す る こと を 指令 

する ァ クチ ユエ 一夕 又は 表 不器の 識別 に 用いる。 

注記 逆 向きの 記号 は， 逆 方向の 低速 運転 を 意味す る。 


IEC 6041 7-5 124B 


図 記号 5124A の 代替 表示 方法。 
意味 は， 図 記号 5124A に 同じ。 



著作権法 によ り 無断での ii«， 転載 等 は 禁止され ております。 
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表, 4.1 ーァ クチ ユエ 一夕 操作に 関連す る 図 記号の 例 (続き) 



図 記号 


意味 


極 能 


1 EC 6041 


7-5125A 


反復 


実行した プログラムの 先頭に 戻って 実行 を 繰り返す こと を 指令す 
るァ クチ ユエ ータ 又は 表 a 、—器の 識別 に 用 いる。 


IEC 604 17-51 25 B 


図 記号 5125A の 代替 表示 方法。 
意味 は， 図 記号 5125A に 同じ。 


1EC 604 


17-5177 


迅速 起動 


例えば， プロセス， プログラム， テープな どが， 有お の 遅れ 時間 
な しに 直ち に 定常 速度で 起動す る こと を 指令す るァ クチ ユエ 一夕 
の 識別に 用いる。 

/dznU laij 口し ザ！） i / / は， r^T ， lAl ！) 丄 1)4 'ど rU しづな 农 I ぼ C V ^ o 


IEC 60417-5178 


迅速 停止 


例えば， プロセス， プログラム， テープな どが， 有意の 遅れ 時間 
なしに 直ちに 停止す る こと を 指令す るァ クチ ユエ 一夕の 識別に 用 
レ 3 る。 

注記 図 記号 5178 は， 特に， 図 記号 51 10A を 用いる 装置で 迅速 
停止 と 通常 停止 と を 区別 するとき に 用いる。 


1EC 60417-5264 


装置の 部分的 ォ 
ン 


装置の 部分の オン 状態の 識別に 用いる。 図 記号 5007 を 使用で きな 
いとき （例 え ば， スィッチの ォ ン 位置の 表示） に 用いる。 
注記 図 記号 5264 は， 図 記号 5265 と 関連して 用いる。 


IEC 60417-5265 


装置の 部分的 ォ 
フ 


装置の 部分 の オフ 状態 の 識別 に 用いる。 図 記号 5008 を 使用 で き な 
いとき （例えば， スィッチの オフ 位置の 表示） に 用いる。 
注記 図 記号 5265 は， 図 記号 5264 と 関連して 用いる。 


1EC 60417-5266 


装置の 部分的 待 
乂は 準備 


装置の 部分の 待 ォ，、 ： 状態 又は 準備 状態の 識別に 用いる。 図 記号 5009 
を 使用で きないと き （例えば， スィッチの 待お (な K の iU- 示） に 用 

V 


IEC 60417-5638 


リ! 常 停止 


非常 停止 用ァ クチ ユエ 一夕の 識別に 用いる。 

図 記号 5638 は， 電気 を 使う 楙械 及び 装置の 使用者の 安全 を 重視 
する 場合に， 図 記号 5 1 1 OA 又は 図 記号 5 1 78 の 替わ り に 用いる。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転 蒙 等 は 禁止され ております。 
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JIS B 9706-1 : 2009 
(lEC 61310-1 ： 2007) 

機械 類の 安全性 一 表示， マ一 キング 及び 操作 一 

第 1 部： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナルの 要求 事項 

解 IK 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記 載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規定の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願いし ま す。 

1 改正の 趣旨 

旧規 格 は， JIS B 9706-1:2001 (機械 類の 安全性 一 表示， マーキング 及び 作動— 第 1 部： 視覚， 聴覚 及び 
触覚 シ グナル の 要求 事項） であり， IEC 61310-1:1995 (Safety of machinery - Indication, marking and actuation 
-Part 1: Requirements for visual, auditory and tactile signals) の 国際-一致 規格であった。 2007 年 2 月に IEC 
61310-1:2007 (Ed.2) が 発行され たので， この 規格 を IEC 61310-1:2007 に 整合させる こ と を 主 目的に 改正 し 

た。 

この 規格 は， ヒューマン マシン イン タフ ヱース における 視覚， 聴覚 及び 触覚に よる 情報 伝達 （コード） 
を 規定して いる。 機械 を 正しく 使用し 安全に 運転す るた めに は， ヒューマン マシン イン タフ ヱ一 スで 用い 
る 情報 識別 （コード） の ルール を 統一す る （規格に 合わせる） ことが 必要で ある。 この 規格 を 最新の 国際 
規格に 一致す るよ う に 改正す る こ と は， 機械 産業に おける 安全 推進の ために 必要で ある。 

2 改正の 経緯 

2002 年 6 月 に 1EC/TC44 に メンテナンス チーム MT 61310 が 結成され て， IEC 61310-1 の 改正が 着手され 
た。 我が国 は MT に は 参加し なかった 力 s， 改正 国際規格 案に 対する コメン ト 提出 及び 投票に よって 国際 規 
格 改正に 参画した。 2004 年 7 月に Ed.2 の CD が 回付され た。 我が国 は， CD に対して 数 件の コメント を提 
出し コメントが 受け入れられた。 Ed.l の 箇条 6 を 附属 書に 移す 提案 は 我が国が 提出した ものである。 2005 
年 10 月に CDV が 投票に 付され， 我が国 は コメント なしに 賛成した。 2006 年 12 月に FDIS が 投票に 付 さ 
れ， 2007 年 1 月に 成立し た,:, IEC 61310-1 Ed.2 が 2007 年 2 月 に 発行 さ れ た,:, 

社団法人 日本 機械工業 連合会 は， 2007 年 6 月に JIS B 9706-1 の 改正 原案 作成 委員会 を 立ち上げて， IEC 
61310-1 Ed.2 に 一致す る 改正 原案 を 作成した。 

3 審議 中 特に 問題 となつ た 事項 

規格 名称に ついて 次の ような 原案 修正 意見が 日本 工業 標準 調査 会 標準 部会 （産業機械 技術） の 審議 中に 
提起され た。 

原案の 規格 名称 ： 機械 類の 安全性 一 表示， マーキング 及び 作動 一 第 1 部 ： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナル 
の 要求 事項 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， MWtt 禁止され てお り ます。 
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B 9706-1 ： 2009 (lEC 61310-1 ： 2007) 解説 

修正案 規格 名称 ： 機 ffA 類の 安全性 一指 示， 表示 及び 作動 一 第 1 部 ： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナルの 要求 
事項 

国際規格 IEC 61310-1 の indication の 訳語 を "表示" から "指示" に 変え， marking の 訳語 を "マーキン 
グ" から "表示" に 変える 提案で ある。 原案で は 機械 安全 部門で 慣用して きた 用語 を 用いた が， 修正案 は， 
J1S 全般 に お いて 標準 的と 考えられる 用語 を 用いる 提案で あると 認識 さ れた 。 

修正案 を 原案 作成 委員会で 再 審議 し た 結果， 修正案 は 機械 安全 部門で は 違和感が 強 く 混乱 を 招 く と の 意 
見が 多かった。 標準 調査 会に 再 審議 結果 を 報告し 調整した 結果， 今回 は 原案 どおり とする ことにな つた。 
次回の 改正 時には .lis 全般に わたって 詳しく 再調査し 用語の 整合性 を 更に 検討す る ことが 望ましい。 

規格 名称に ついては， 原案 作成 段階で 別な 部分の 指摘が あり 変更 （作動— 操作） した。 これに ついては 

解説 4.2 で 説明す る。 

4 改正 事項 
4.1 概要 

規格 名称 を 部分的に 変更した （解説の 4.2 参照)。 

旧規 格 は 1.〜7. で 構成され た 力、 改正 規格 は 箇条 1 〜箇条 5 の 構成に な つ た。 旧規 格の 6. 及び 7. は 削除 し 
た。 各 箇条の 変更 内容 は， 解説の 4.3〜4.8 で 説明す る。 
4.2 規格 名称の 変更 

旧規 格の 名称 は， "お 5^ 械 類の 安全性 一 表示， マーキング 及び 作動 一 第 1 部： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナル 
の 要求 事項" であった が， 改正 規格で は "^械 類の 安全性 一 表示， マーキング 及び 操作 一 第 1 部： 視覚， 
聴覚 及び 触覚 シグナルの 要求 事項" に 改めた （"作動" ― "操作")。 

対応 国際規格 IEC 61310-1 では， Ed.l の 英文 名称 "Safety of machinery -Indication, marking and actuation 
— Part 1: Requirements for visual, auditory and tactile signals" から Ed.2 の 英文 名称 "Safety of machinery ― 
Indication, marking and actuation — Part 1: Requirements for visual, acoustic and tactile signals" (こ 変わった 
(auditory—acoustic) 力、 これに 対応す る JIS 名称の 変更 はして いない。 auditory が acoustic に 変わっても 聴 
覚 という 訳語 を 変える 必要 はない。 

変更した の は actuation の 日本語訳 である。 この 規格 群で は， indication に関する 事項 を を Part 1 が 規定し， 
marking に関する 事項 を Part2 が 規定し， actuation に関する 事項 を Part3 が 規定して いる。 Part3 の actuation 
は， "ァ クチ ユエ 一夕の 操作" を 意味す る。 ァ クチ ユエ 一夕 は， ハン ドル， つまみな ど 操作 器の ことで ある。 
actuation を "作動" と 翻訳す ると， 機械が 作動す る ことと 誤解し やすく， ァ クチ ユエ ータの 操作 を 連想し 
にくい ので， 規格 名称の actuation の 部分の 翻訳 を "操作" に 改めた という ものである。 
4.3 引用 規格 （箇条 2) の 変更 及び 参考文献の 追加 

箇条 2 の 引用 規格の う ち， 要求 事項で な く 参考 情報 を 示す だけの 規格 は， 改正 規格で は 箇条 2 から 削除 
し， 参考文献に 記' ぼした （1EC 61310-1 Ed.2 の 編集 形式に 合わせた。）。 

なお， 箇条 2 及び 参考文献に 記載した 規格の 版 （発行 年） は， 更新した。 
4.4 箇条 3 の 変更 

IEC 61310-1 Ed.2 に 一致させる ために 次の 変更 を 行った。 
一 用語の 記載 順 を 英語の 頭文字の アルファべ ッ ト 順に 配列し 直した。 
一 次の 用語の 定義 を 削除した。 

- マンマシンインタフェース 

• 危険 区域 （ただし， 本体の 3.5 の 注 3) に 定義 を 示した。） 

解 2 
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• 色相 

- 発光ダイオード LED 

• 表示 装置 （表示 部） 
一 次の 用語の 定義 を 追加した。 

• メッセージ (3.11) 
4.5 箇条 4 の 変更 

IEC 61310-1 Ed.2 に 一致させる ために， 解説 表 1 に 示す 変更 （削除， 追加） を 行った。 



解説 表 1 一 箇条 4 の 変更 内容 



箇条 


変更 内容 


説明 


4.2.3 


削除 


a) 安全 標識 は， J1SZ 9101 で 示す 明る 

さ 及び 色の 要 求 事項 に 従 わ な け れ 
ばなら ない。 


旧規 格の 4.2.3 の a) 〜めの う ち a) を 削除し， b)〜d) を改 
正規 格の a) 〜(； ） と した。 


4.1 


追加 


一 （機械 は，） 警告 拔 能が 正常に 作動 
する こと を オペレータ が 確認す る 
手段 を 備えて いる。 


3 番目の リス ト 項目と して 要求 事項 を 追加した。 


4.2.5 


追加 


4.2.5 (安全 標識 及び 補助 標識） の 要求 事 

項 


旧規 格の 7. を 削除した 代わ り に 4.2.5 を 追加した。 4.2.5 
では， 安全 標識 は ISO 7010 による こと， 及び 補助 標識 
は .lis Z 9】 01 による こと だ け を 規定 し ， 具体的 要求 事 

項 は 記述し ない。 


4.3 


追加 


一 ISO 7731 の， 認識， 音 リム 弁別 性 

及び 明 り よ う 性に 関する 要求 事項 
を 満たす。 


旧規 格の 参考 を 要求 事項に 格上げして， 3 番目の リス 
ト 項目 と した。 



4.6 箇条 5 の 変更 

IEC 61310-1 Ed.2 に- - - 致させる ために， 解説 表 2 に 示す 変更 を 行った。 



解説 表 2 — 箇条 5 の 変更 内容 



箇条 


変更 内お 


説明 


5.2.2 


旧規 格の 表 4 を 全部 削除 


旧規 格の 表 4 は， 安全 は 《 哉の コード 化の 例 を 示す ものであって， ISO 
7010 及び JISZ 9101 の 内容 を 要約して 示して いた。 今回の 改正で， 
安全 標識 及び 補助 標ユ に関する 規定 は， ISO 7010 及び 《HS Z 9101 

による ことと したため， 旧規 格の 表 4 全部 を 削除した。 


5.4 


表 6 を 新規 追加 


触覚 シグナル に関する 記述 を 詳し く する ため 表 6 を 新規 追加した。 
表 6 は， 1EC 60073 の Table 1 の 下段 （Tactile codes) と 同 じ 内容で あ 

る。 


5.2 
5.3 


旧規 格の 表 3 の 上半 分 を 改正 規格 
の 表 3 (5.2.2 内） として 残し， 
旧規 格の 表 3 の 下半 分 を 改正 規格 
の 表 5 (5.3 内） にした。 


旧規 格の 表 3 を 二分 割 し ， 上半 分 （視覚 コード） を 改正 規格の 表 3 
にした。 下半 分 （聴覚 コー ド） を， 改正 規格の 表 5 にして 5.3 に 移 
し た （聴覚 シ グ ナ ル は 5.3 で 扱 うため）。 


5.3 


旧規 格の 表 5 を 改正 規格の 表 4 に 

した。 


表 番号の 変更。 改正 規格の 表 4 の 内容 は， 旧規 格の 表 5 と 基本的に 
同じで ある。 記述 表現 は 異なる。 



4.7 6. の 削除 及び 附属 書 A の 追加 

旧規 格の 6. を 全部 削除し， 6. の 内容 は 改正 規格の 附属 書 A に 移した。 改正 規格の 表 A.1 は， 6. (旧 表 6) 
の 内容 を 全部 含み， 更に 図 記号 5107B， 5108B, 5124B, 5125B, 5264, 5265, 及び 5266 を 追加した もので 

解 3 
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ある。 

4.8 7. の 削除 

旧規 格の 7. を 全部 削除した。 旧規 格の 7. は， 安全 棵識 及び 補助 ラベル を 詳細に 規定して いた。 改正 規格 
では， 安全 標識 は ISO7010 により， 補助 標識 は JISZ 9101 による こと を 4.2.5 で 規定した。 

旧規 格の 7. の 図 5 〜図 9 の 標識 図 は， EU の Council Directive 92/58/EEC on the minimum requirements for the 
provision of safety and/or health signs at work の 別紙 I 〜別紙 IV か ら 採録 していた 力、 これら に は ISO 7010 の 
標識 図 と 微妙な 差異が あ つ た。 

旧規 格の 7. の 図 10， 図 11， 表 7 及び 表 8 の 内容 は， 表現の 差 は あるが JIS Z 9101 に ほぼ 網羅され てい 
る。 

5 その他 解説 事項 
5.1 "表示" の 意味 

この 規格 群の 名称に ある "表示 （indication)" は， 視覚 表示 だけ を 意味す る もので はない。 indication は， 
人に 何 か を 示す ことであって， この 規格で は， 聴覚 及び 触覚 を 用いて 示す こと も "表示" である。 この 規 
格 は， 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナル を 用いる "表示" について 規定して いる。 

Indication の 訳語と して "表示" よりも "指示" が 適切で あるか どうかに ついては 次回 改正までの 課題と 
する。 

5.2 こ の 規格 と 欧州 機械 指令 と の 関係 

IEC 61310-1 に 対応す る 欧州 規格 は EN 61310-1 である。 EN 61310-1 は， 欧州 機械 指令の 整合 規格で あ る 。 
5.3 この 規格と 1EC 60073 及び JIS C 0448 との 関係 

旧規 格 は JISC 0448:1997 (IEC 60073:1991 対応） を 基礎に したが， 改正 規格 は IEC 60073:2002 を 基礎 
にした。 IEC 60073:2002 に 対応す る JIS C 0448 の 改正が 行われて いないため である。 
改正 規格 は， 多 く の 内容 を IEC 60073:2002 から 採って いる。 JIS C 0448:1997 は， IEC 60073:2002 が 扱 

う 聴覚 シグナル 及び 触覚 シグナルの コード 化 を 含んで いないため， 改正 規格 は JISC0448 を 基礎に する こ 

とがで きなかった。 

改正 規格の 表 1, 表 3， 表 5 及び 表 6 は， IEC 60073:2002 の 表から 採って いる。 改正 規格の 表と IEC 
60073:2002 の 表の 対応 を 解説 表 3 に 示す。 



解説 表 3 — 同 じ 内容 を も つ 表の 対応 



こ の 規格の 表 


IEC 60073 の 表 


表 2 — 色に よる コー ド 化の 基本 原則 


Table 2— Meaning of colours— General principles 


表 3 — 色の 補助 手段に よる コー ド化 


Table 1 の 上段 （Visual codes) (Colour を 除く。） 


表 5 — 聴覚 シグナルの コード 化 手段の 例 


Table 1 の 中段 （Acoustic codes) 


表 6 — 触覚 シ グナル の コ 一 ド化 手段の 例 


Table 1 の 下段 （Tactile codes) 



5.4 安全 標識 及び 補助 標識 を 規定す る 規格 

IEC 61310-1 Ed.2 では， 安全 標識 は ISO 7010 による こと を 要求し， 補助 標識 は ISO 3864-1 による こと を 

要求して いる。 

ISO 3864-1 に 対応す る JIS は， JIS Z 9101 が あ る が， ISO 7010 に は 直接 対応す る JIS がない。 このため， 
改正 規格で は， 補助 標識 は JISZ9101 により， 安全 標識 は 国際規格 ISO 7010 による ことと した。 

解 4 



著作 續 法に よ り m での ««, は 禁止 されて お り ま す。 



21 

B 9706-1 ： 2009 (lEC 61310-1 ： 2007) 解説 

ISO 7010 の 安全 標識 は， JIS Z 9104 の 附属 書 2 に 記載され ている 力 5 ， JIS Z 9104 は， ISO 7010 の 対応 JIS 

ではない。 

5.5 この 規格と ISO 9355-2 との 関係 

ISO 9355-2 fErgonomic requirements for the design of displays and control actuators ― Part 2: Displays) は， しの 

規格 と 多 く の 類似点 及び 共通点 を もっている。 

ISO 9355-2 の Fig.2 は， この 規格の 図 2 及び 図 3 と 酷似して いる。 これらの 図 は， 人の 視野に 対する 人 
間 工学 的 評価 を 示す 図で あるが， 有効 水平 視野の 推奨 値 を， この 規格が 図 3 で ±25° と している のに 対し， 
ISO 9355-2 の Fig.2 では 土 15" としてい る。 

ISO 9355-2 の Fig.8 は， こ の 規格の 図 4 と 全く 同じ も ので ある。 

ISO 9355-2 Ed.l の 発行 年 は 1999 年， 旧規 格の 対応 国際規格 IEC 61310-1 Ed.l の 発行 年 は 1995 年で あり， 
ISO 9355-2:1999 に IEC 61310-1:1995 が 引用され ている こ と を 考える と， ISO 9355-2 が IEC 61310-1 の 内容 

を 利用した と 思われる。 

なお， ISO 9355-2 でい う display は， IEC 61310-1 の indication に 相当す る。 画面 表示 だけ をい う のでな 

く， 視覚 表示， 聴覚 表示 及び 触覚 表示の すべて を 含む 広い 意味で 用いられ ている。 

6 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



解 5 
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JIS B 9706-1 原案 作成 委員会 構成 表 
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